















では M&A の成功、失敗要因が説明できないことが明らかになっている（Sarala, Vaara, & 
Junni, 2019）。なぜなら M&A の成功や失敗には、人的要因が大きく影響しており、それら
の議論を行うことが必要だからである。特に M&A の失敗の半分近くは、人的要因を過小評
価したために生じている（Kusstatscher & Kooper, 2005）。そのため、M&A の人的要因の
研究の深化は、M&A の成功のためには必要不可欠なのである。
　さらに M&A は、統合までだけではなく、統合後も多くの人的要因に起因する困難に直面
する。多くの M&A は、M&A 後の統合（PMI）のプロセスにおける困難から、期待してい





















　本研究は、Narrative Literature Review 方式をとる。なぜなら本研究の目的は、過去 10
年間の Post-Merger Integration における感情研究をまとめ、今後の研究領域、及びとるべ
き研究手法を提示することだからである。まず、文献レビューの方法について示す。リサー
チトピック、及び研究目的に沿って、以下のように文献の選択を行った。
　文献検索は、Web of Science を利用した。カテゴリーは、Business/Management、Docu-
ment は出版された Article （論文原著） or Review （レビュー論文） とした。本研究は、PMI





　Key word は “Post merger” or “Post Acquisition” and “Integration” で検索を行った。研
究目的は、PMI における感情研究の位置づけの確認であるので、検索の Key word に“Emo-
tion”を用いずにより多くの文献を調査することとした。この検索の結果、71 本の論文が対












　PMI における従業員の感情について述べた論文は、71 本のうち 4 本であった。さらに追
加の文献検索で表 1 の⑤⑥⑦の 3 本を追加した。感情の研究は、直近 10 年の PMI に関す
る論文の 1 割に満たない本数しか確認できないため、まだ研究の発展段階にあるといえるだ
ろう。まず、PMI における感情研究の発展を説明したのち、直近 10 年の感情研究の位置づ
けを確認する。





（Graebner, Heimeriks, Huy, & Vaara, 2017）。しかし、感情はより複雑な概念である。既存
の議論のパターンは従業員感情の複雑性を隠してしまっていたので、よりオープンで深い議
論が必要不可欠である（Graebner et al., 2017）。以上の議論を踏まえて、直近 10 年の研究
を検討する。
　最新の研究は表 1 の通りである。
　まず、表 1 の Method を見ると、①②③④⑤の論文で定性的な研究手法、⑥⑦で定量的な




その結果を探索している。これら 5 つは、Theory Building の研究である。Theory Testing
を行っている論文が⑥、⑦であるが、⑥は、直近10年で発行された④の実証研究であること、
⑦は Unit of Analysis が他の研究と異なり企業であることを踏まえると、PMI での感情研究
の論文のサンプルサイズは 10 年で 7 つと少ないものの、PMI における従業員の感情研究は、






【表 1】　直近 10 年の PMI での従業員感情の研究
Title Theory Method Research Question Result
① The emotions of top 
managers and key 
persons in cross-border 
M&As: Evidence from 
a longitudinal case 
study 














② Emotional practices: 
how masking negative 
emotions impacts the 
post-acquisition 
integration process 


















③ Employing critical 
incident technique as 
one way to display 













④ Between Merger and 
Syndrome: The 
intermediary role of 






















An ethnographic case 




Event Theory, Social 
















⑥ Holistic ethnography: 
Studying the impact  

































Cross border PMI に
おいて、企業内の文


























　最後に、6 つの研究で使われているセオリーの検討を行う。①④⑦では、主に Cognitive 












プとの比較によって得るということである（Kusstatscher & Cooper, 2005）。Social Iden-
tity Theory は、PMI における感情研究の基本的な理論となっている。理由は三点ある。第
一に M&A は、買収、被買収企業間の統合を意味するので、必然的にアイデンティティの変
化が生じるからである。第二に、感情は Social Identity の概念の中に存在するからである。
第三に感情を引き起こす Cognitive Appraisal Theory が Social Identity Theory で使われる
からである（Kusstatscher & Cooper, 2005）。また、Social Identity Theory においては、
Ingroup Bias と Outgroup Discrimination が大きな問題となる。すなわち、自分が属してい
るグループに対して愛着を持つ一方、外部の他のグループに対し敵意を持つ感情である







Theory が M&A において重要な理論となるとともに、感情とアイデンティティは研究にお
いても強いつながりを持つのである。次に、感情を引き起こす Cognitive Appraisal Theory
について説明する。
　Cognitive Appraisal Theory において、感情は、ある出来事を評価することによって引き
起こされる（Kusstatscher & Cooper, 2005）。例えば、M&A が起こったとき、従業員の感
情の変化は M&A の評価によって引き起こされる。この理論の長所は、事象を認識する個人
によって感情の変化が異なることを説明できるところである（Kusstatscher & Cooper, 
2005）。例えば、ある従業員が過去に M&A を経験したことがある場合、M&A に対する感
情変化は、経験のない従業員とは異なるものになる可能性がある。このような異なる感情変
化に対して、Cognitive Appraisal Theory は説明を加えることができる。また、Cognitive 
Appraisal theory は、従業員の Social Identity を作り出し、変化させる要因となる。つまり
M&A 従業員は、彼らの Social Identity を Cognitive Appraisal によって認識し、そこから感





い企業へのアイデンティティの変化が伴う。すなわち Social Identity Theory における、外




















を与えることがわかっているため（Moore, 2011）,（Sinkovics et al., 2011）、研究を確認す
る。
　PMI におけるアイデンティティの研究において、Level of Analysis が従業員のものから
確認する。
　Park, Meglio, Bauer, & Tarba（2018）は、従業員のアイデンティティの変化プロセスの研
究を行った。これは、今までアイデンティティ分野で多く行われてきた比較の研究とは異な
り、単一事例のLongitudinal Analysisであった。ここでは、アラブの石油企業のアイデンティ






























文は、企業レベルで、文化の違いがどのように Emotional Attending に影響を与えるかを示








　PMI 時における感情の理論研究は現在、心理学の理論である Cognitive Appraisal Theory, 






















　図 2 は、それぞれの研究の本数と領域をまとめたものである。図 2 を見てわかるように、
感情と文化を扱った研究は 4 本見られるものの、感情とアイデンティティを両方示した論文


















　最後に PMI の感情研究で利用できる Method を検討する。先に述べたように、PMI 研究
においては、定性研究、特に Longitudinal Analysis と Grounded theory が用いられている。
これらは理論の構築、及び定量研究では測れない複雑な事象を研究する際に用いられる。特
に感情は、状況や人物によって異なり、また常に変化するものであるため、理論の確立なく





　本研究は、PMI における感情研究の直近 10 年のレビュー、及びアイデンティティ、文化
の研究のレビューと今後の感情研究の方向性の提示を目的とした。しかし、直近 10 年の感
情研究に関する文献がかなり少なく、PMI 時の感情研究の重要論文を網羅しきれていない可
能性があるのが本研究の限界の一つである。また当分野は、Sarala et al. （2019）, Graebner 
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